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Research Abstract 宇宙プラズマ環境の衛星観測や理論・シミュレーションによるモデリングなど種々の研究がすすめられているが、従来の磁気圏観測は衛星を現場に送り込み、
「その場(in situ)」を直接計測する形態が主で、磁気圏全体の巨視的な変動の把握が困難であった。本申請課題では、申請者らによって提案された確率差分⽅程
式に基づく「柔軟な」モデルを⽤い、⾃然電波の特性からプラズマ圏の電⼦密度分布を求めるリモートセンシング法を研究・開発した。本研究課題2年⽬(最終
年度)に当たる今年度は、下記の項⽬について研究を進め、以下の成果を得た。 
(1)雷起源の⾃然電波であるホイスラー波の⾃動検出アルゴリズムの開発 
テンプレートマッチング法の導⼊により、ホイスラー波の分散値を⾼速かつ⾼精度に推定する⼿法を開発した。さらに、ノンダクト伝搬・マルチパス伝搬の効
果によって、⼀次近似表現できないホイスラスペクトルも、⾼速⾛査法を導⼊することで定量化することに成功した。 
(2)あけぼの実観測データに対する応⽤ 
あけぼの広帯域受信器のデータに開発アルゴリズムを適⽤し、⼀軌道に渡るホイスラ波の分散値の空間変化特性を明らかにした。さらに前述の提案アルゴリズ
ムが、⼗分に衛星上でリアルタイム処理可能な計算量であることも⽰した。 
(3)ホイスラの分散値から電⼦密度の空間分布を求めるアルゴリズムの検討 
計算機シミュレーションによって、プラズマ圏内を伝搬するホイスラ波の分散値から、プラズマ圏内の電⼦密度の空間分布が⼀意に決定できることを証明し
た。さらにあけぼの衛星の実観測データを使って、数例について実際に電⼦密度の空間分布推定を⾏なった。
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